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未来へつなぐ 調布の環境～令和４年度 環境白書～とは 

未来へつなぐ調布の環境～令和４年度 環境白書～は，

「調布市環境基本計画（令和３（2021）年３月改定）」（以

下「環境基本計画」という。）に基づく環境指標の進捗や主

な事業等をまとめた年次報告書で，本書はその概要版です。

毎年度，庁内関係各課において所管の施策を確認・評価した

のち，「調布市環境保全審議会」や「ちょうふ環境市民会

議」の意見や助言を取り入れ，結果を公表しています。 
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１ 調布市環境基本計画の概要 

環境基本計画は，市の環境特性を踏まえ，目指す環境の将来像，計画の基本目標を示すとと

もに，実現するための施策，主な事業，推進体制，進行管理のあり方等を示した計画です。 

 

 

平成 28 
（2016） 

平成 29 
（2017） 

平成 30 
（2018） 

令和元 
（2019） 

令和２ 
（2020） 

令和３ 
（2021） 

令和４ 
（2022） 

令和５ 
（2023） 

令和６ 
（2024） 

令和７ 
（2025） 

計画の前期 計画の後期 

 

 

 
  

持続可能な人間社会の存続とすべての生きものが共存する 
地球，地域環境を保全・回復・創出する 

基本理念 

未来に続く，緑と水あふれるほっとするまち 調布 
－私が守る地球，私が育む調布の自然と暮らし－ 

目指す 

環境の将来像 

 

計画改定 
（年度） 
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２ 環境行政に関する主な動き 

（１）国際社会，国や都の動向 
環境をとりまく状況は，日々変化しています。ここでは，近年の，世界・国・東京都の主な動

きについて紹介します。 

◇「エネルギー危機や電力需給ひっ迫を契機とした更なる脱炭素化」 

令和４(2022)年６月末の東京電力管内は，過去に例を見ない記録的な猛暑となり，電力需給がひ

っ迫したことから，国により電力需給ひっ迫注意報が発令され，緊急の節電行動が必要となりまし

た。 

令和５（2023）年３月に発表された IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の知見を踏まえ，

令和５（2023）年５月に G7 広島サミットにおいて採択された首脳声明では，温室効果ガス排出量

を 2019 年比で 2030 年に 43％（CO2排出量は 48％），2035 年に 60％（CO2排出量は 65％）まで削減

することの緊急性が強調されました。 

東京都は,令和４（2022）年９月に環境基本計画を改

定し,令和 32（2050）年までに世界の CO2 排出量の実

質ゼロに貢献するゼロエミッション東京の実現に向

けて，令和 12（2030）年までの行動が極めて重要との

認識の下，戦略的な取組を進めていくことを掲げてい

ます。 

 

◇「プラスチック資源循環の促進」 

2050 年カーボンニュートラル達成に向け,プラスチックの

ライフサイクルで排出される CO2 を削減し,循環型社会へ

移行することが必要です。日本では,令和４（2022）年４月

に,プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が

施行しました。3R+Renewableを基本原則とし,2030年までに

ワンウェイプラスチックを累積 25％排出抑制などのマ

イルストーンを掲げています。 

 

◇「生物多様性をまもる」 

令和５（2023）年３月

31日，「生物多様性国家

戦略 2023-2030」が閣議

決定しました。2030年の

ネイチャーポジティブの

実現に向け，５つの基本

戦略と，基本戦略ごとに

状態目標（あるべき姿）

と行動目標（なすべき行

動）を設定しました。  

 

出典：環境省「プラスチック資源循

環促進法に関する普及ページ」 
出典：環境省ホームページ「プラスチックに係る資

源循環の促進等に関する法律」の普及啓発ページ 

出典：生物多様性国家戦略 2023-2030 の概要 

出典：東京都環境基本計画概要版 
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（２）調布市における令和４年度の主な取組 
調布市の環境行政に関する主な動きを３点ピックアップし，紹介します。 

 

◇「ゼロカーボンシティ調布の実現に向けた，民間エネルギー事業者との連携協定の締結」 

令和５（2023）年３月に，東京ガス株式会社及び東京ガス

ネットワーク株式会社と，ゼロカーボンシティ調布の実現に

向け，相互に連携して取り組んでいくため，連携協定を締結

しました。 

本協定では，将来の地域の脱炭素化の実現に向け，それぞ

れが有する人的・物的資源を有効活用し，脱炭素エネルギー

の普及を促進するとともに，災害に強い都市機能の構築によ

り安全で安心な暮らしの実現を図ることなどを目指してい

ます。 

 

 

◇「地球環境問題の観点からも更なるごみの発生・排出抑制を進めていくための，第３次一般廃棄物処

理基本計画（第３次）の策定」 

令和５（2023）年３月に，新たな「調布市一般廃棄物処理基本計画（第

３次）」を策定しました。  

ごみの発生・排出抑制を最優先とした３Ｒの推進及び廃棄物の適正か

つ安定処理を継続するとともに，持続可能な社会の形成に向けた取組を

進めていく計画とし，その達成に向けては，市民・事業者・行政等によ

るそれぞれの取組と併せて互いの連携が不可欠です。 

本計画の達成指標である計画目標として，総ごみ量の減量，二酸化炭

素排出量の削減，埋立量ゼロの維持・継続の３点を掲げるとともに，新

たにプラスチック類の資源化の推進や食品ロス削減，災害等への対応力

向上等を位置付けるなど，サーキュラー・エコノミー（循環型経済）へ

の変革を促し，安定した廃棄物施策の推進により，持続可

能な社会の実現を目指して参ります。 

 

◇「深刻な被害があった染地地域の令和元年東日本台風の再度災害防止に向けた，狛江市との連携によ

る下水道浸水被害軽減総合計画の策定」 

令和元年東日本台風による染地地域を中心とする浸水被害を踏

まえ，同様の降雨により再び同じ規模の浸水被害が発生すること

を防止するため，ハード・ソフト対策を総合的に推進することを

目的とした計画を令和５（2023）年１月に策定しました。計画に

基づき，今後も引き続き狛江市と連携し，対策を進めていきます。 

 

 

※世界・国・東京都及び調布市の環境行政に関する主な動きの年表は巻末を参照してください。  

＜調布市一般廃棄物処理基本計画（第 3 次）＞ 

＜連携協定イメージ図＞ 

＜住民説明会＞ 
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３ 調布市環境基本計画に基づく進捗報告 

（１）基本目標の進捗 
 

基本目標１ 豊かな緑と水や多様な生物を育むまち 
 

▶ 令和４年度における振り返り 

 河川水源となる地下水の涵養を進めるため，公共施設における雨水浸透ます，浸透トレンチ等の

設置を行いました。また，民間施設においても雨水浸透施設等の設置を進めており，雨水の浸透

能力は 126,067㎥/ｈとなりました。【環境指標：浸透施設等の設置による雨水の浸透能力】 

 多摩川の外来植物駆除は，多摩川河川敷の定点（875㎡）において，６月と 10月の２回，特定外

来生物（植物）の駆除活動を実施しました。【環境指標：特定外来生物（植物）駆除活動対象面積】 

 調布こどもエコクラブや雑木林ボランティア講座，多摩川自然情報館月別イベント，深大寺・

佐須地域の公有化した土地での環境学習，３年ぶりに再開した神代農場活用事業などを実施

し，参加人数は 12,781人となりました。【環境指標：自然体験学習の参加人数】 

▶ 環境指標の進捗状況 

 

方針 施策 環境指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

環境指標の進捗 

パターン 令和４年度実績 

１ 

― 
(

１)
 

緑
と
水
の
保
全
・
再
生 

１－① 
緑の保全 

みどり率 
36.0％ 

（平成 22年度） 

34.1％ 

（令和７年度） 
（イ） - - 

公共が保全する緑の

面積 

146.63ha 

（平成 26年度） 

149.85ha 

（令和７年度） 
（ア） 149.７８ha  

１－② 
水循環の
回復と水環
境の再生 

浸透施設等の設置に
よる雨水の浸透能力 

66,828㎥/ｈ 

（平成 26年度） 

【平成 26年度～

令和７年度の累計】 

136,400㎥/h 

（令和７年度） 

（ア） 126,067㎥/ｈ  

１－③ 
都市農地や
里山環境の
維持・保全 

生産緑地地区の年間
追加 
指定件数 

７件 

（平成 30年度） 

【令和元年度～令

和4年度の累計】 

20件 

（令和４年度） 

(ア) 3１件  

市民と協働で 
保全活動を行う崖線の
箇所数 

５箇所 

（平成 26年度） 

８箇所 

（令和７年度） 
(ア) 7箇所  

１ 

― 
(

２)
 

生
物
多
様
性
の 

 
 
 
 
 
 
 

保
全
・
活
用 

１－④ 
生物の生
息空間の
保全 

自然環境調査の実施
回数 

７回 

（平成 26年度） 

【平成 28年度～

令和７年度の累計】 

63回 

（令和７年度） 

(ア) 40回  

特定外来生物（植物）
駆除活動対象面積 

875㎡/回 

（平成 26年度） 

【平成 28年度～

令和７年度の累計】 

17,500㎡ 

（令和７年度） 

(ア) 12,250㎡  

１－⑤ 
多様な自然
環境の活用 

自然体験学習の参加
人数 

877人 

（平成 26年度） 

【平成 28年度～

令和７年度の累計】 

9,000人 

（令和７年度） 

(ア) 12,781人  

 
【凡例】 

：目標値の達成に向けて好調な推移である   ：目標値の達成に向けて安定した推移である ：目標値の達成に向けて低調な推移である 

（ア） 基準値から，最終目標値を目指すもの  (イ） 該当年度における実績値が，目標値に達しているかどうかのみを判断するもの 
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▶ 主な取組 

施策１－③ 都市農地や里山環境の維持・保全 

深大寺・佐須地域における里山風景の保全と活用【田んぼにおける田植え体験】 

● 里山の風景が残る深大寺・佐須地域の豊かな環境を調布の財産として次世代に引き継いでい

くため，地域の環境を保全・活用する取組を進めています。令和２（2020）年７月には，東

京都の「農の風景育成地区」に都内５地区目として指定されました。 

● 地域内で市が公有化した土地を活用し，令和４（2022）年５月 22日（日）に田植え体験を行

いました。 

● 地域の「農のあるまちづくり」の拠点として整備した深大寺・佐須地域農業公園において，

市民や保育園児を対象に野菜の収穫体験などを行いました。 

  

＜市民向け田植え体験の様子＞ 

 

施策１－④ 多様な自然環境の活用 

自然環境や生物調査の実施・把握と結果の公表【調布市環境モニター】 
● 環境モニターは，市民と市が協働で市内の自然環境を見守り，自然環境の保全に役立ててい

こうというグループです。植物観察を中心に，調布の地形，鳥，昆虫などの自然観察を行い，

講師の案内で市内のポイントを定期的に観察して歩き，植生などを記録します。 

● 令和４（2022）年度は，水の環境調査や雑木林の環境調査，クマムシの生態講座などを実施

しました。 

   

＜水の環境調査（ビオトープで生物採集）の様子＞    ＜クマムシを観察する様子＞  

＜農業公園での収穫体験の様子＞ 
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基本目標２ 人と環境が調和する快適で美しいまち 

 

▶ 令和４年度における振り返り 

 無電柱化を推進するための施策などを示した「調布市無電柱化推進計画」を令和４（2022）

年３月に策定しました。また，無電柱化に向けた予備修正設計を行いました。【環境指標：無

電柱化道路延長】 

 無電柱化に向け，調布３・４・26号線の東側約 100ｍの電線共同溝整備工事を実施しました。

【環境指標：無電柱化道路延長】 

 景観計画や景観条例に基づき，建築・開発行為等に対する届出審査を通じて，良好な景観形

成に向けた規制誘導を行いました。【環境指標：調布には優れた景観があると思う市民の割合】 

 市全域でボランティアによる花苗の植付けなどの活動を行い，花いっぱい運動を推進しまし

た。【環境指標：花いっぱい運動の実施箇所数】 

 各地区での市民等による美化活動の支援を行い，都市美化の推進を図りました。また，飛田

給駅及び調布駅周辺地区の２地区を新たに美化推進重点地区として指定するため，周辺住民

の合意形成，市ホームページや市報等による広報活動を実施しました。【環境指標：美化推進

重点地区数】 

 

▶ 環境指標の進捗状況 

 

方針 施策 環境指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

環境指標の進捗 

パターン 令和４年度実績 

２ 

― 
(

１)
 

美
し
い
街
並
み
の 

 
 
 
 

形
成 

２－① 
景観形成の
推進 

無電柱化道路延長 
０ｍ 

（平成 26年度） 

【平成 28年度～

令和７年度の累計】 

1,380ｍ 

（令和７年度） 

（ア） 
1,177m 

(0m) 
 

公共が保全する緑

の面積（再掲） 

146.63ha 

（平成 26年度） 

149.85ha 

（令和７年度） 
（ア） 149.78ha  

２－② 
歴史・文化
環境の保
全・継承 

調布には優れた景
観があると思う市
民の割合 

82.5％ 

（平成 30年度） 

90.0％ 

（令和４年度） 
（ア） 81.9%  

２ 

― 
(

２)
 

快
適
な
空
間
の
確
保 

２－③ 
まちのうる
おいの創出 

花いっぱい運動の
実施箇所数 

34箇所 

（平成 26年度） 
51箇所 

（令和７年度） 
(ア) 67箇所  

市民一人当たりの
公園面積 

5.77㎡ 

（平成 26年度） 

5.5㎡ 

（令和７年度） 
(ア) 5.42㎡  

２－④ 
都市美化の
推進 

美化推進重点地区
数 

７地区 

（平成 26年度） 

11地区 

（令和７年度） 
（ア） ８地区 

 

美化活動に参加し
た市民の数 

9,075人 

（平成 29年度） 

11,000人 

（令和４年度） 
(ア) 4,093人  

 

  

【凡例】 

：目標値の達成に向けて好調な推移である   ：目標値の達成に向けて安定した推移である ：目標値の達成に向けて低調な推移である 

（ア） 基準値から，最終目標値を目指すもの  (イ） 該当年度における実績値が，目標値に達しているかどうかのみを判断するもの 
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▶ 主な取組 

施策２－① 景観形成の推進 街路樹等による連続した緑の街並みの創出・保全 

● 令和４（2022）年に市が管理している約 4,000本の街路樹について，

将来を見据えた持続的な健全性を保ちながら周辺環境との調和を目

指すとともに，計画的に街路樹を管理していくことを目的に，管理

の基準やルールを定めた「調布市

街路樹管理計画」を策定しました。 

● 策定に当たっては，サクラ並木の

ある４地域にてワークショップを

開催し，地域住民の方々との意見交

換を行うとともに，パブリックコメ

ント手続きを実施しています。 

 

施策２－① 景観形成の推進 花いっぱい運動の推進 
● 花苗を植え，花を咲かせて地域の緑を豊かにすることを目的に緑化活動を進める市内の地域グル

ープに対して，その活動に要する経費を一部補助しました。令和４（2022）年度は，52 団体によ

る，前期・後期合計 90件の交付申請がありました。 

● 令和５（2023）年１月 21日(土)に深大寺・佐須地域農業公園で花

いっぱい交流会を開催しまし

た。13 団体，23 人の花いっぱ

い運動登録団体の方にご参加

いただき，各団体の自己紹介

や，農業公園で育てた花苗の提

供などを行いました。 

 

 

 

施策２－④ 都市美化の推進 多摩川，野川，調布駅前等でのクリーン作戦の実施 

● 多摩川クリーン作戦(春・秋)，調布駅前・飛田給駅前クリーン作戦，野川クリーン作戦をそれぞ

れ実施しました。 

● 実施に伴い市報・調布 FMで開催周知，自治会や企業団体等に参加依頼を通知し，各種団体と協

働して清掃活動を行いました。 

活動名 実施日 参加人数 

①春の多摩川クリーン作戦 令和４年４月 10日（日） 1.037人 

②秋の多摩川クリーン作戦 令和４年 11月 13日（日） 912人 

③調布駅前クリーン作戦 令和４年 10月 14日（金） 190人 

④飛田給駅前クリーン作戦 令和４年 10月 13日（木） 33人 

⑤野川クリーン作戦 令和４年 11月 26日（土） 57人 

＜花苗を選ぶ様子＞ ＜収穫体験の様子＞ 

＜秋の多摩川クリーン作戦の様子＞ 

＜調布市街路樹管理計画＞ ＜ワークショップの様子＞ 
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基本目標３ 安心して暮らせる生活環境が確保されるまち 
 

▶ 令和４年度における振り返り 

 二酸化窒素は，年平均濃度でみると都内全域において，ゆるやかな減少傾向です。【環境指

標：二酸化窒素(ＮＯ２)の環境基準の年間未達成日数】 

 浮遊粒子状物質は，都内全域において，年平均濃度でみるとここ数年横ばいか減少傾向です。

【環境指標：浮遊粒子状物質(ＳＰＭ)の環境基準の年間未達成状況】 

 都内大気中のＰＭ2.5濃度は，ボイラー，廃棄物焼却炉などの固定発生源対策などの効果で，

平成 13（2001）年度からの 10年間で約 55％減少しました。【環境指標：微小粒子状物質(Ｐ

Ｍ2.5)の環境基準の年間未達成状況】 

 低騒音舗装の敷設などの対策により，要請限度超過が改善されつつあります。令和３（2021）

年度から令和４（2022）年度は国道 20号の夜間測定結果が 67dBとなり，要請限度値以内で

した。【環境指標：騒音・振動に係る事業者等への法令等に基づく指導・勧告・命令件数】 

 騒音・振動に関する苦情は絶えませんが，事業所等に対し，発生した事象の対策を講じるよ

う要請し，解決を図ったことから，法令に基づく指導・勧告・命令件数はありませんでした。

【環境指標：騒音・振動に係る事業者等への法令等に基づく指導・勧告・命令件数】 
 

▶ 環境指標の進捗状況 

 

方針 施策 環境指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

環境指標の進捗 

パターン 令和４年度実績 

３ 
― 

(

１)
 

公
害
の
な
い
環
境
の
維
持 

３－① 
大気汚染の
防止 

二酸化窒素(NO２)の

環境基準の年間未達

成日数 

１日 

（平成 26年度） 

０日 

（令和７年度） 
（イ） ０日  

浮遊粒子状物質

(SPM)の環境基準の

年間未達成状況 

０日，０時間 

（平成 26年度） 

０日，０時間 

（令和７年度） 
（イ） ０日，０時間 

 

微小粒子状物質

(PM2.5)の環境基準

の年間未達成状況 

０日 

（平成 26年度） 

０日 

（令和７年度） 
（イ） ０日  

３－② 
水質汚濁の
防止 

雨天時における処理場
を含む各吐口からの放
流水の BOD値（平均
放流水質） 

40mg/Ｌ以下 

（平成 26年度） 

40mg/Ｌ以下 

（令和７年度） 
（イ） 37.5mg/Ｌ  

３－③ 
騒音・振動の発
生抑制 

道路交通騒音の要請
限度数値の未達成地
点数 

１地点 

（平成 26年度） 

０地点 

（令和７年度） 
（イ） ０地点  

騒音・振動に係る事業者
等への法令等に基づく指
導・勧告・命令件数 

０件 

（令和元年度） 

０件 

（令和７年度） 
（イ） ０件  

３－④ 
化学物質等の
対策の推進 

地下水の水質汚濁に係
る環境基準不適合井戸
数 

０件 

（令和元年度） 

０件 

（令和７年度） 
（イ） 3件  

 

  

【凡例】 

：目標値の達成に向けて好調な推移である   ：目標値の達成に向けて安定した推移である ：目標値の達成に向けて低調な推移である 

（ア） 基準値から，最終目標値を目指すもの  (イ） 該当年度における実績値が，目標値に達しているかどうかのみを判断するもの 
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▶ 主な取組 

施策３－① 大気汚染の防止 建築・解体工事における粉じんの飛散防止の指導 
● 苦情発生時，アスベストの届出現場及び建築リサイクル法の届出現場における現場指導を実

施しました。 

● 特定粉じん排出等作業実施届出書に伴う立入検査を７回実施しました。 

  

＜特定粉じん排出等実施届出に係る石綿養生検査の様子＞ 

 

施策３－④ 化学物質等の対策の推進 地下水の水質調査の実施 
● 市ホームページで，化学物質による環境リスクの低減に向けた周知を実施しました。 

● 地下水汚染浄化装置設置場所周辺におけるモニタリング調査を２回，市内個人所有井戸にて

地下水調査を 11箇所で実施しました。 

  

  

＜個人地下水水質調査の様子＞ 
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基本目標４ 脱炭素で循環型の社会を目指すまち 

 

▶ 令和４年度における振り返り 

 市域のエネルギー消費量は，地球温暖化対策実行計画で基準年度として定めた平成 25（2013）

年度と比較し，652TJ（8.0％）の削減となり，市域から排出されるＣＯ２排出量は，14.6 万

t-CO2（18.7％）の削減となりました。【環境指標：市域から排出されるＣＯ２排出量】 

 市の公共施設及び車両から排出されるＣＯ２排出量は，平成 25（2013）年度と比較し，11.0％削

減されています。ウィズコロナとして施設の貸し出しやイベント等が復活し，エネルギー使用の

増加要因がある中で，削減要因として，文化会館たづくりにおける ESCO事業，老朽化した空調

設備の更新，電気のＣＯ２排出係数の減少等があります。【環境指標：市の公共施設及び車両か

ら排出されるＣＯ２排出量】 

 太陽光発電設備に係る国や都，市の補助事業について，市報，ホームページ，調布市住まい

のサポートガイドブック等を活用して情報発信を行うことで，市内における太陽光発電設備

の普及啓発に努めました。【環境指標：市民による太陽光発電設備の導入割合】 

 再生可能エネルギーの重要性について，市報，ホームページ，イベントの開催等により情報

発信を行いました。また，脱炭素行動「ゼロカーボンアクション３０」を紹介するとともに，

国・東京都等が実施している補助事業についても連携して広報を行い，市内における再エネ

電力の普及に努めました。【環境指標：市民による再生可能エネルギー由来の電力購入割合】 

 公共施設の新築の際には太陽光発電設備の設置を検討することとしています。令和４（2022）年

度は，多摩川小学校・布田小学校において太陽光発電設備を導入しました。【環境指標：公共施

設に設置した太陽光発電システムの公称最大出力】 

 令和３（2021）年度に環境配慮契約法に基づき定めた「調布市電力の調達に係る環境配慮方針」

による高圧受電をしている 14 の公共施設について，継続した電力購入を行いました。【環境

指標：高圧受電をしている公共施設における環境配慮契約施設の割合】 

 「街路灯ＬＥＤ化推進計画」に基づき，計画的に街路灯をＬＥＤ灯へ交換しました。【環境

指標：街路灯のＬＥＤ化割合】 

 自転車走行空間の整備を推進しており，令和４（2022）年度は調布市自転車ネットワーク計

画第１期優先整備路線２路線及び他３路線を整備しました。【環境指標：自転車走行空間の

整備延長距離数】 

 令和３年４月に行ったゼロカーボンシティ宣言に関する情報発信を強化するため，ゼロカーボ

ンシティ宣言に係る市庁舎の懸垂幕，グリーンホールの横断幕の掲示を行い，また，調布 FMや

JCOM 調布を活用した発信を行いました。省エネ性能の高い機器への買い替えに係る「東京ゼロ

エミポイント」，国・都の地球温暖化対策に資する補助事業等について，市報，ホームページ等

により情報発信しました。【環境指標：地球温暖化及び気候変動に係る情報発信】 

 市民１人１日当たりの家庭系ごみ排出量は 373.0gとなり，目標年度（令和 4年度）と比較する

と 13.0gの増加となりました。コロナ禍後の社会経済状況の回復に伴い，令和元（2019）年度の

水準に戻りつつあるものの，目標の達成には至りませんでした。市で排出されるごみのうち，一

番多くを占める家庭系可燃ごみが前年度から 2.5％減少するなど，家庭系ごみや資源物は全体的

に減少傾向にある一方，事業系可燃ごみ（＋4.3％）及び粗大ごみ（＋1.0％）は増加傾向であり

ます。令和４年度の組成分析調査では燃やせるごみのうち，食品ロスが 10.6%，資源物が 10.8％

を占める結果となりました。【環境指標：市民１人１日当たりの家庭系ごみ排出量】 
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▶ 環境指標の進捗状況 

 

方針 施策 環境指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

環境指標の進捗 

パターン 令和４年度実績 

４ 

― 
(

１)
 

脱
炭
素
化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

４－① 
脱炭素型ラ
イフスタイ
ル・ビジネ
ススタイル
の普及 

市域から排出される

CO2排出量 

78.1万 t-CO2 

（平成 25年度） 

63.3万 t-CO2 

（令和５年度） 
（ア） 

63.5万 t-CO2 

（令和２年度） 
 

市の公共施設及び車

両から排出される

CO2排出量 

15,843t-CO2 

（平成 25年度） 

13,519t-CO2 

（令和７年度） 
（ア） 14,142t-CO2  

４－② 
再生可能エ
ネルギー等
の利用推
進 

市民による太陽光発
電設備の導入割合 

4.1％ 

（令和２年度） 

５％ 

（令和７年度） 
（ア） 4.9％  

市民による再生可能
エネルギー由来の電
力購入割合 

1.4％ 

（令和２年度） 

５％ 

（令和７年度） 
（ア） 0.8％ 

 

公共施設に設置した
太陽光発電システム
の公称最大出力 

993.8kW 

（平成 26年度） 

1,043.5kW 

（令和７年度） 
（ア） 1,043.9kW 

 

高圧受電をしている
公共施設における環
境配慮契約施設の割
合 

０％ 

（令和元年度） 

50％ 

（令和７年度） 
（ア） 24％ 

 

４－③ 
スマートシ
ティの実現 

街路灯の LED化割
合 
（LED化した街路灯基

数の割合） 

21.0％ 

（平成 30年度） 

63％ 

（令和７年度） 
（ア） 40％ 

 

自転車走行空間の整
備延長距離数 

17.35km 

（平成 30年度） 

34km 

（令和４年度） 
（ア） 37.82km 

 

４－④ 
気候変動へ
の適応 

地球温暖化及び気候
変動に係る情報発信 

25回 

（平成 26年度） 

30回 

（令和７年度） 
（イ） 94回  

浸透施設等の設置に
よる雨水の浸透能力
（再掲） 

66,828㎥/ｈ 

（平成 26年度） 

【平成 26年度～

令和７年度の累計】 

136,400㎥/ｈ 

（令和７年度） 

(ア) 126,067㎥/ｈ  

４ 

― 
(

２)
 

循
環
型
ま
ち
づ 

１ 

― 
(

２)
 

く
り
の
推
進 

４－⑤ 
3Rの推進
によるごみ
の減量 

市民１人１日当たりの
家庭系ごみ排出量 

374.2g/人日 

（平成 29年度） 
360g/人日 

（令和４年度） 
(ア) 373g/人日  

４－⑥ 
ごみの適
正処理 

最終処分量 
（埋立量） 

ゼロ 

（平成 29年度） 

ゼロ 

（令和４年度） 
（イ） ゼロ  

総資源化率 
43.5％ 

（平成 29年度） 

43％ 

（令和４年度） 
(ア) 40.8％  

 

  
【凡例】 

：目標値の達成に向けて好調な推移である   ：目標値の達成に向けて安定した推移である ：目標値の達成に向けて低調な推移である 

（ア） 基準値から，最終目標値を目指すもの  (イ） 該当年度における実績値が，目標値に達しているかどうかのみを判断するもの 
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▶ 主な取組 

施策４－① 脱炭素型ライフスタイル・ビジネススタイルの普及  

● ゼロカーボンシティの実現，電力需給

ひっ迫への対応，コロナ禍における市

内事業所への経営支援のため，調布市

商工会と連携し，市内中小事業所向け

に「LED照明設備等補助事業」を実施し

ました。 

● 補助件数 154件 

  省エネ効果（年間電力使用量換算） 

  約 36万 kWh（一般家庭 約 90世帯分） 

  ＣＯ２排出削減量 約 16 万 kg-CO2 

 

施策４－③ スマートシティの実現 民間と連携したシェアサイクル本格導入 

● 民間事業者と協力して市民や来街者への利便性，回遊性向上を図るため，市内の駅周辺の駐

輪場をはじめコンビニエンスストアなどのサイクルステーションを活用し，電動アシスト自

転車のシェアサイクル事業を行っています。 

    

   ＜市内のサイクルステーション＞          ＜市内の自転車専用通行帯＞ 

施策４－⑤ ３Ｒの推進によるごみの減量 食品ロス削減に関する普及啓発 
● ごみの組成分析調査を実施し，年間の食品ロス（食べ残し，未利用食品）排出量を推計する

とともに，ごみ対策課広報誌「ザ・リサイクル」等にて広報しました。 

● 食品ロス削減の情報発信について，市報ちょうふ 10/5 号及び 10/20 号でそれぞれ１面の記

事を掲載しました。環境フェア内でフードドライブのブースを設置しました。 

    

＜ごみ対策課広報誌「ザ・リサイクル」第 92 号＞    ＜環境フェア内のフードドライブブース＞ 

＜市内事業所向け LED 照明設備等補助事業のポスター＞ 
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施策４－④ 気候変動への適応 地球温暖化及び気候変動に係る情報発信 

 

 

 

 

 

施策４－⑤ ３Ｒの推進によるごみの減量 CHOFUプラスチック・スマートアクションの推進 
● ごみの減量と資源化を推進するため，使用済みコンタクトレンズ空ケース及びインクカート

リッジを回収しています。令和４（2022）年度は，回収拠点を増設しました。 

● 令和４（2022）年９月 17 日に，「海ごみゼロウィーク 海洋ごみ問題について学ぼう」を開

催しました。環境省・日本財団による「海ごみゼロウィーク 2022秋」開催に併せて，多摩川

のごみを拾いと水質調査を行い，海洋ごみ問題について学習しました。 

            

 

＜市報 令和４（2022）年７月５日号＞ 

＜ちょうふ環境にゅ～す「未来へつなぐちょうふの環境」 

第 49 号＞ 

＜市報 令和４（2022）年９月５日号＞ 

＜多摩川でのフィールドワークの様子＞ 

＜コンタクトレンズ空ケース（左）， 

インクカートリッジ（右）の回収ボックス＞ 

＜令和４年度「喫煙マナー・都市美化&地球温暖化防止」

啓発ポスター・標語 優秀作品＞ 
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基本目標５ みんなの力でより良い環境を目指すまち 

 

▶ 令和４年度における振り返り 

 環境年次報告書，ちょうふ環境にゅ～すの発行や，市報，市ホームページ等を通じ，環境に

関する情報発信を行いました。その他，ＳＮＳ等新たな広報媒体も活用し情報発信しました。

国・東京都等の地球温暖化対策施策の紹介を引き続き行いました。【環境指標：市報や環境年

次報告書等による環境情報の提供回数】 

 多摩川自然情報館を中心とした環境学習関連施設における各種プログラムや雑木林ボラン

ティア講座，こどもエコクラブなどの様々な環境学習事業を推進しました。【環境指標：環境

学習事業及び多摩川自然情報館で学習した延べ人数】 

 なお，新型コロナウイルス感染症の影響に伴い，太陽光発電事業に係るエネルギーセミナー，水

辺の楽校は中止しました。【環境指標：環境連携事業数】 

 

▶ 環境指標の進捗状況 

 

方針 施策 環境指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

環境指標の進捗 

パターン 令和４年度実績 

５ 

― 
(

１)
 

環
境
教
育
・
環
境 

 
 
 
 
 
 
 

学
習
の
推
進 

５－① 
環境意識
の醸成 

市報や環境年次報告

書等による環境情報

の提供回数 

104回 

（平成 26年度） 

130回 

（令和７年度） 
（イ） 218回  

環境学習事業への小

中学生の参加者数 

1,141人 

（令和元年度） 

1,260人 

（令和７年度） 
（ア） 819人  

５－② 
学びと活動
体験機会
の充実 

環境学習事業及び多
摩川自然情報館で学
習した延べ人数 

12,403人 

（令和元年度） 

12,450人 

（令和７年度） 
（ア） 8,6６３人  

５ 
― 

(

２)
 

連
携
・
協
働
に
よ
る 

１ 
― 

(

２)
 

環
境
保
全
活
動
の
推
進 

５－③ 
活動の担
い手となる
人材育成と
活動支援 

活動の担い手となる
人材の人数 

135人 

（令和元年度） 
170人 

（令和７年度） 
(ア) 753人  

５－④ 
様々な主体
と活動の環
の拡大 

環境連携事業数 
58回 

（平成 26年度） 

70回 

（令和７年度） 
（イ） 1１１回  

 

  
【凡例】 

：目標値の達成に向けて好調な推移である   ：目標値の達成に向けて安定した推移である ：目標値の達成に向けて低調な推移である 

（ア） 基準値から，最終目標値を目指すもの  (イ） 該当年度における実績値が，目標値に達しているかどうかのみを判断するもの 
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▶ 主な取組 

施策５－① 環境意識の醸成 小中学生への環境学習事業の実施 
● 令和４（2022）年７月 30 日(土)，都立神代植物公園植物多様性センター内において，オンラ

インによる夜の昆虫観察会「おうちで夜の昆虫の世界をのぞいてみよう」を開催し，夜に活

動する昆虫類の調査の様子をオンライン(Zoom)でライブ配信しました。 

● 光に集まる昆虫を捕獲する「ライトトラップ法」や任意採取を行い，39種の昆虫類を確認す

ることができました。 

  

＜オンラインによる夜の昆虫観察会の様子＞ 

施策５－④ 様々な主体と活動の環の拡大 環境フェアの実施 

● 令和４（2022）年 10月 22日（土）に，市民，事業者，行政等が環境に関する情報を発信し，

市民の方々の環境問題への関心を喚起し，環境意識の醸成を図ることを目的に，調布市役所

前庭広場で環境フェアを３年振りに開催しました。 

● 今回の環境フェアでは，27団体において，子どもから大人まで楽しむことができる工作体験，

粗大ごみ再生品の展示・販売，環境保全に関するパネル等の展示を行いました。抽選で，深

大寺・佐須地域の公有化土地で収穫した野菜が当たるキーワードラリーなども行いました。 

  

   

＜環境フェア開催中の様子＞ 
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（２）重点プロジェクトの進捗 
 

 

深大寺・佐須地域農の風景育成地区における農の風景を継承する取組の推進 
● 年間を通じ，深大寺・佐須地域の

里山や市が管理する田畑を活用

し，農に触れ合える体験型の環境

学習を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

水害対応に関する個別計画の策定と対策実施 
● 令和５（2023）年３月に，ハザードマップを改訂しました。ハザードマップとは，浸水する

恐れのある地域や浸水の深さを地図上で確認できるものです。風水害の被害を最小限にする

ために，日頃からお住まいの地域の水害リスクを確認し，災害時の危険箇所や避難場所，避

難経路について確認しておくことが何より重要です。 

● 地図面に，内水ハザードマップ（内水浸水想定区域）を追加しており，雨が降った際，下水

道に雨水を排水できなくなることにより発生が想定される内水浸水について，浸水ランク

（深さ）を確認できます。 

  

コラム 深大寺・佐須地域農の風景育成地区 

農の風景育成地区は，農地や屋敷林などが比較的まとまって 

残る地区を指定し，東京都と区市町が協力して散在する農地を 

一体の都市計画公園等として計画決定するなど都市計画制度を 

積極的に活用して農のある風景を将来に引き継ぐ，東京都独自 

の制度です。 

農地の保全・活用を通した農業者と地域住民との交流などが 

進められています。 

 

重点プロジェクト② 

重点プロジェクト① 市民の心の安らぎ 緑と水を守るプロジェクト 

＜深大寺・佐須地域農の風景育成地区構想図＞ 

みんなで目指す 環境先進都市プロジェクト 

＜令和４年 10月５日 子どもたち

のさつまいも堀り体験の様子＞ 
＜令和４年 11 月 10 日 高齢者

の野菜収穫体験会の様子＞ 

＜外水氾濫と内水氾濫の定義＞ 
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＜調布市洪水・内水ハザードマップ＞ 

● 令和元年東日本台風による染地地域を中心とする浸水被害を踏まえ，同様の降雨により再び

同じ規模の浸水被害が発生することを防止するため，ハード・ソフト対策を総合的に推進す

ることを目的とした「調布市下水道浸水被害軽減総合計画」を，令和５（2023）年１月に策

定しました。計画に基づき，今後も引き続き狛江市と連携し，対策を進めていきます。 

● 計画期間は令和４（2022）年度から令和 10（2028）年度までで，対象箇所は調布幹線流域（調

布排水樋管の流域）及び羽毛下・根川雨水幹線流域（六郷排水樋管の流域）です。 

 

 

広域的な環境保全活動に向けた他自治体等との連携 

● 令和４（2022）年度はオール東京６２気候変動対策研究会に参加しました。グループワーク

などを通じて，公共施設での再生可能エネルギーの導入，住民等の行動変容を促すための啓

発・地域の対話について，他の自治体と意見交換しました。 

   

重点プロジェクト③ みんなが主役 環境を学んで楽しむプロジェクト 

＜オール東京６２気候変動対策研究会の内容＞ 
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（３）調布市地球温暖化対策実行計画に基づく温室効果ガス（二酸化炭素）排

出量の動向 
市では，温室効果ガスの削減を目的として，調布市地球温暖化対策実行計画を定めており，環

境基本計画と連携を図って進めていくこととしています。 

調布市地球温暖化対策実行計画の施策と取組内容は，環境基本計画の基本目標４「脱炭素で循

環型の社会を目指すまち」と関係しているため，このページは調布市地球温暖化対策実行計画の

進捗管理を兼ねています。 

 

＜調布市地球温暖化対策実行計画とは＞ 

〇調布市地球温暖化対策実行計画は，調布市の現状と地域特性を踏まえ，市民・市民団体・

事業者・市が，各々の役割に応じた取組を総合的かつ計画的に推進していくことで，市域

から排出される温室効果ガスを削減することを目的として策定した計画です 

 

 

 

 

削減目標に対する進捗 

〇市域の令和２（2020）年度の二酸化炭素排出量は，63.5 万 t-CO2で，基準年度となる平成 25

（2013）年度比 18.7％減少（前年度比 1.1％減少）。 

 

※オール東京 62 市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」（主催：特別区長会・東

京都市長会・東京都町村会）において算出・公表されている「調布市における温室効果ガス排出量」

を参照。利用可能な統計データが揃ってから，可能な限り市区町村別の値を用いて算出しているた

め，数値は２年遅れの公表となります。 

中期目標 

 
二酸化炭素の排出実質０

ゼロ

 
二酸化炭素の排出量 

平成25(2013)年度比 40％削減 

長期目標 

 
2050 年 

令和 12 

（2030）年度 
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部門別の二酸化炭素排出量の特徴 

〇排出量が最も多い部門は，住宅からの排出となる民生家庭部門（47.0％（29.9万 t-CO2））。

２番目に多い部門は，事業所（オフィス）や商業施設などからの排出となる民生業務部門

（30.6％（19.5万 t-CO2））で，建物に由来するエネルギー消費に伴う二酸化炭素の排出割合

が約８割。 

〇民生業務部門のうち，約５割は事業所（オフィス）からの排出。 

〇運輸部門の約９割は自動車からの排出，約１割は鉄道からの排出。 

〇産業部門の約４割は建設業，約３割は製造業からの排出。 

〇民生家庭部門のエネルギー消費量は平成 25（2013）年度比 4.7％増加（前年度比 7.9％増加），

二酸化炭素排出量は平成 25（2013）年度比 10.1％減少（前年度比 5.6％増加）。 

〇民生業務部門のエネルギー消費量は平成 25（2013）年度比 12.4％減少（前年度比 4.5％減少），

二酸化炭素排出量は平成 25（2013）年度比 25.4％減少（前年度比 5.8％減少）。 

     

 

 

 

  

民生部門（家庭・業務）の排出割合が約８割を占めており， 

建物に由来するエネルギー消費に伴う排出割合が大きいことから， 

住宅や建築物からの二酸化炭素排出量削減に向けた取組が必要 

＜調布市の二酸化炭素排出量と各部門の割合＞ 

＜調布市のエネルギー消費量令和２（2020）

年度の増減状況（平成 25（2013）年度比＞ 

＜調布市の二酸化炭素排出量令和２（2020）

年度の増減状況（平成 25（2013）年度比＞ 
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民生部門の単位当たり二酸化炭素排出量の削減目標に対する進捗 

① 民生家庭部門 

【取組目標】令和12（2030）年度までに世帯当たりの二酸化炭素排出量 

平成25（2013）年度比56％削減 

〇令和２（2020）年度の世帯当たりの二酸化炭素排出量は，2.5t-CO2/世帯で，平成 25（2013）

年度比 16.9％減少（前年度比 4％増加）。 

 

② 民生業務部門 

【取組目標】令和12（2030）年度までに業務系建築物の床面積当たり二酸化炭素排出量 

平成25(2013)年度比33％削減 

〇令和２（2020）年度の業務系建築物の床面積当たり二酸化炭素排出量は，0.09t-CO2/㎡で，平

成 25（2013）年度比で 24.8％減少（前年度比 10％減少）。 

 

コラム 都における家庭部門エネルギーの使用状況 

  

 
＜都における家庭部門のエネルギー

消費量の用途別割合（2020 年度）＞ 

＜都における家庭部門の電気使

用量の機器別割合（2020 年度）＞ 

出典：家庭の省エネハンドブック 
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表 世界・国・東京都及び調布市の環境行政に関する主な動き 

年度 調布市の動き ◎世界の動き ●国の動き ▶東京都の動き 

平成25年度 

（2013年度） 

・太陽光発電に係る公共施設屋根貸し事業を開

始 

・「仙川崖線緑地特別緑地保全地区」及び「み

んなの森特別緑地保全地区」の都市計画決定 

◎ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）が「５

次評価報告書」の第 1，第２作業部会報告書を公表 

◎「水銀に関する水俣条約」採択 

●「地球温暖化対策推進法」改正 

●「第三次循環型社会形成推進基本計画」閣議決定 

●「Ｊクレジット」制度の発足 

平成26年度 

（2014年度） 

・「調布市深大寺・佐須地域環境資源保全・活

用基本計画」策定 

・「調布市都市計画マスタープラン」改定 

◎ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）に関するユ

ネスコ世界会議開催 

◎ＩＰＣＣが「５次評価報告書」の第３作業部会報告

書，統合報告書を公表 

◎「名古屋議定書」発効 

●「水循環基本法」制定 

●「外来種被害防止行動計画」策定 

平成27年度 

（2015年度） 

・「調布市環境基本計画」策定 

・「第３次調布市地球温暖化対策実行計画(事務

事業編)」策定 

◎ＣＯＰ-ＦＣＣＣ（国連気候変動枠組み条約締結国会

議）21 開催「パリ協定」採択 

◎国連持続可能な開発サミット開催（「持続可能な開

発のための 2030 アジェンダ」採択） 

●「建築物省エネ法」制定 

●「水銀による環境の汚染の防止に関する法律」制定 

●「気候変動の影響への適応計画」閣議決定 

▶「東京都環境基本計画」改定 

▶「緑確保の総合的な方針」改定 

平成28年度 

（2016年度） 

・「調布市崖線樹林地の保全管理計画（仙川崖

線緑地）・（布田崖線）」策定 

・「深大寺元町地区の緑地の保全計画(調布市緑

の基本計画別冊)」策定 

◎ＣＯＰ-ＦＣＣＣ22 開催「パリ協定」発効 

●「地球温暖化対策計画」閣議決定 

▶「東京都環境基本計画」改定 

▶「東京都資源循環・廃棄物処理計画」策定 

平成29年度 

（2017年度） 

・「深大寺元町特別緑地保全地区」の都市計画

決定 

◎「水銀に関する水俣条約」発効 

▶「東京都災害廃棄物処理計画」の策定 

平成30年度 

（2018年度） 

・「調布市崖線樹林地保全管理計画」策定 

・「調布市生産緑地地区に定めることができる

区域の規模に関する条例」を施行 

◎ＩＰＣＣが「１.５℃特別報告書」を公表 

●「第五次環境基本計画」閣議決定 

●「気候変動適応法」制定 

●「気候変動適応計画」閣議決定 

令和元年度 

（2019年度） 

・「調布市一般廃棄物処理基本計画」改定 

・「調布市崖線樹林地の保全管理計画（深大寺

自然広場）」策定 

◎Ｇ20開催「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」共有 

◎ＩＰＣＣが「土地関係特別報告書」「海洋・雪氷圏特

別報告書」，「2019 年方法論報告書」を公表 

●「食品ロス削減推進法」制定 

▶「2050年ゼロエミッション東京の実現」を宣言 

▶「「未来の東京」戦略ビジョン」策定 

▶「気候危機⾏動宣言」を表明 

令和２年度 

（2020年度） 

・深大寺・佐須地域の一部を「農の風景育成地

区」に指定 

・「調布市環境基本計画」策定 

・「調布市地球温暖化対策実行計画(区域施策

編)」改定 

・「第４次 調布市地球温暖化対策実行計画(事

務事業編)」策定 

・「調布市緑の基本計画」策定 

●「フロン排出抑制法」改正 

●菅総理所信表明により，2050 年までに脱炭素社会の実現

を目指すことを宣言 

▶「気候非常事態を超えて⾏動を加速する宣言」を表明 

令和３年度 

（2021年度） 

・「調布市ゼロカーボンシティ宣言」 

・「調布市崖線樹林地の保全管理計画（みんな

の森）」策定 

◎ＣＯＰ-ＦＣＣＣ26 開催「グラスゴー気候合意」採択 

◎Ｇ７開催「３０ｂｙ３０目標」約束 

◎ＩＰＣＣが「６次評価報告書」の第 1，第２作業部会

報告書を公表 

●「地球温暖化対策推進法」改正 

●「地球温暖化対策計画」閣議決定 

▶「ゼロエミッション東京戦略 2020 Ｕｐｄａｔｅ ＆ 

Ｒｅｐｏｒｔ」策定 

令和４年度 

（2022年度） 

・「調布市下水道浸水被害軽減総合計画」策定 

・「調布市一般廃棄物処理基本計画（第３

次）」策定 

◎ＩＰＣＣが「６次評価報告書」の第３作業部会報告書，

統合報告書を公表 

●「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法

律」施行 

▶「東京都環境基本計画」改定 
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